
グラ

的
暴
言
、
第
二
次
涼
撃
の
総
合
続
発
銃
一
獄
後
策
定
し
、

上
の
定
め
、
い
ろ
い
ろ
な
行
政
施
策
を
時
間
時
間
し
て
い
ま
ぜ
。

し
か
し
、
多
機
化
す
る
市
{
氏
一
一
!
ズ
と
綴
?
…
平
塚
の
ま
ち
目
つ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
京
一
だ

ま
だ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
は
事
ガ
山
積
み
し
て
お
り
京
す
。
そ
こ
で
¥
間
間
約
五
十
九
忽

穣
』
砕
い
初
年
壌
と
守
る
、
間
開
こ
う
五
か
年
の
第
二
次
総
合
間
開
発
計
一
協
の
箆
綴
し
を
行
い
ま
し
い
応
。

こ
れ
か
ら
も
、
機
冊
略
的
な
市
民
参
加
を
終
な
が
ら
、
済
渓
で
市
口
出
本
般
の
あ
奴
を
按
渡
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
毅
い
し
務

3
0

そ
れ
で
は
、
怒
総
五
十
九
年
度
の
綴
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

て
こ
の
十
年
額
の
平
塚
治
の
人
口
」
説
、
平
時
棋
で
仲
?
や
ま
れ
一
平
畿
で
潟
つ
一
市
{
誌
が
鍛
え
つ
つ
あ

り
宗
一
9
0
よ
り
一
緩
の
定
住
殺
の
出
品
い
ま
ち
と
す
る
い
に
め
ー
安
ら
ぎ
と
閣
制
い
の
お
る
、
機
能

排
注
鰯
就
か
芯
相
都
市
議
輸
措
mw
樹
盟
批
慨
を
滋
め
て
い
き
法
一
9
0

aw
市
口
出
生
活
や
議
紫
斑
初
動
の
謀
本
と
な
る
全
一
の
州
出
な
土
鳩
初
出
同
計
十
総
を
臨
限
定
す
る
と
と
も
円
七

新
た
C
地
択
一
計
一
蹴
鰯
鐙
を
導
入
し
て
、
地
裁
体
山
渓
mw掛
閥
均
を
一
般
簿
一
{
絞
殺
し
だ
ぎ
ち
づ
く
り
の

鮮明議。
全
治
設
の
花
と
木
を
は
じ
め
、
同
時
の
保
全
と
袴
戒
に
カ
を
注
高
)
¥
器
市
町
史
的
問
と
し
て
も
慈
愛

稼
公
開
師
、
蝉
糊
議
づ
く
り
の
耕
地
議
。
同
時
に
勺
平
塚
部
地
譲
」
は
、
一
的
問
的
ガ
気
一
軽
は
乾
間
的
で
き
る
よ

う
輔
簡
潔
運
慾
窃
で
酔
札
機
障
す
る
。

争
ご
み
醐
問
時
聴
や
波
欄
鎚
向
出
部
軌
道
十
の
慈
額
料
品
ど
、
秩
序
あ
る
生
活
議
擦
を
つ
く
る
と
め
、
雨
時
間
ぐ

る
み
の
議
鯵
の
時
間
関
。

一
一
、
社
会
mu議
齢
化
と
核
家
液
化
の
遂
行
に
よ
り
、
議
殺
の
鎮
綬
も
多
犠
ん
む
し
、
従
懇
の
制
制

時
担
釣
怠
仲
間
働
と
設
行
し
て
、
生
き
ガ
い
開
閉
鎖
を
中
山
山
J
C
し
皮
綴
広
い
制
月
給
付
υ求
め
う
れ
て
い

ま
写
。
一
人
一
人
ガ
鍵
綾
で
あ
る
こ
と
ガ
晴
樹
従
の
時
制
点
と
の
議
議
に
立
ち
、
議
代
明
暗
殺
に
灘

間
却
し
芝

ωの
ふ
れ
あ
う
一
議
殺
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

場
一
技
会
磁
被
援
金
の
鉱
発
を
は
万
円
J

、
州
地
獄
晴
樹
祉
の
一
臨
時
の
充
実
安
感
る
。

穆
ふ
れ
あ
い
簿
従
を
締
擬
す
る
定
め
、
抽
出
滋
ぐ
る
み
の
体
制
問
ブ
く
り
の
雄
選
。

。
お
年
怒
り
や
簿
官
簡
単
曲
、
あ
る
い
は
間
同
議
幅
増
設
に
対
す
る
さ
ぬ
明
細
か
な
明
暗
殺
の
酔
視
線
。

@
緩
療
と
援
態
ガ
一
体
と
な
っ
去
の
浅
の
蹄
臨
時
概
づ
く
り
の
援
議
ゎ

一
一
一
、
生
護
教
湾
の
酒
器
部
寓
殺
や
出
回
市
出
問
問
機
の
議
大
に
よ
っ
て
、
文
化
・
ス
ポ

i
ツ
に
対
す
る
慾

識
が
議
ぎ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
輪
組
湾
、
文
犯
の
総
代
に
邸
し
だ
広
が
り
の
お
る
教
湾
文
化
、
っ

く
り
誉
議
め
て
い
き
ま
す
。

@
学
絞
な
ど
の
描
抑
制
組
繋
綴
を
は
じ
め
と
す
る
子
供
だ
ち
の
教
期
時
期
制
緩
づ
く
り
の
捻
進
o

a湾
少
年
の
緩
会
資
A

械
の
た
め
、
市
民
ぐ
る
み
の
議
動
の
康
開
問
。

aw
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
・
発
幾
を
留
る
い
芯
め
、
お
主
的
な
学
習
と
活
動
を
認
す
吋
出
場
づ

く
り
し
の
繋
綴
と
、
郷
土
佐
泌
総
と
特
色
を
生
か
し
た
新
し
い
文
化
づ
く
り
の
促
進
。

毎
日
祭
器
位
教
育
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
綬
棚
聞
と
お
る
公
口
出
納
臨
の
護
神
輔
、
社
会
数
期
開
の
充
渓
c

問
、
経
済
の
低
迷
と
朝
鶴
市
の
或
熱
化
C
と
も
な
い
、
都
市
の
活
力
の
緩
持
発
時
間
ガ
大
き
広
明
線

開
脂
と
な
っ
て
い
設
す
。
本
市
の
描
邸
中
ぷ
れ
だ
お
然
と
立
地
条
件
、
さ
ら
に
半
出
紀
C
わ
た
っ
て

慾
わ
れ
い
応
部
浅
の
お
う
滋
な
笠
活
力
校
生
か
し
、
洛
カ
と
総
力
を
額
え
だ
ま
ち
づ
〈
り
を
遊

め
て
い
を
ま
ず
。

生
警
の
近
郊
の
立
地
を
生
か
し
だ
鍵
索
、
漁
業
め
察
態
づ
く
り
の
按
選
。

命
近
代
化
へ
向
け
て
の
湾
生
ガ
関
わ
れ
る
中
山
口
鶴
市
口
出
聞
の
務
性
化
を
殴
る
よ
ン
ン
ラ
イ
ズ
ひ

ら
コ
ガ
討
し
同
町
副
官
邸
の
議
途
。

品
切
口
出
問
問
活
力
を
謬
入
し
な
部
門
時
開
発
一
一
銃
一
路
ゃ
な
体
繁
一
磁
器
細
部
則
一
際
な
ど
の
綬
巡
。

参
新
鮮
綴
絡
役
釈
の
一
議
毅
と
窓
務
段
綾
抽
出
の
開
開
発
に
つ
い
て
の
針
磁
議
選
。

な
お
、
一
や
畿
の
内
容
は
つ
い
て
は
、
広
報
ひ
ら
つ
ガ
沼
舟
習
で
日
開
介
し
ま
一
9
0



(2 ) るつ力、

市
民
的
待
刊
現
久
し
い
出
綾
林
お
果
樹
試
験
場
跡
地
に
建
設
中
の
総
合
公

開
削
野
球
場
は
、
来
年
間
門
月
の
オ
ー
ブ
ン
を
路
指
し
て
、
版
凋
に
工
事
は
進

ん
で
い
ま
す
。
完
成
す
る
と
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
も
一
備
え
て
お
り
、
以
下
で

は
横
浜
球
場
、
川
崎
球
場
に
次
ぐ
、
本
絡
的
な
公
式
野
球
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
公
悶
と
し
て
策
剤
で
き
る
よ
う
、
防
災
局
倣
努
念
館
や
貯
水

絶
叫
帯
を
持
つ
野
球
場
と
し
て
は
、
念
日
開
で
も
治
し
い
ケ

i
手
と
な
ワ
ま
す
。

名
称
も
こ
の
ほ
ど
市
民
に
殺
害
れ
、
殺
し
ま
れ
る
よ
う
H

平
塚
球
場
d

に

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
i

甲
山
な
内
容
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

昭和59年4月1B 

工
事
は
現
議
、
内
野
ス
タ
ン
ド
総
設
も
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、
大

の
鴻
礎
工
事
が
耕
わ
n
九
上
川
島
内
軸
町
内
市
民
の
み
な
さ
ん
に
削
刊
府
宰

…
際
航
分
を
建
設
中
で
す
。
外
鵬
削
れ
る
よ
う
、
労
親
e

泌
営
等
に
つ

ス
タ
ン
ド
は
、
す
で
に
7
ア
ー
ル
い
て
も
、
現
校
検
討
し
て
い
る
と

ボ
i
ル
が
磁
て
ら
れ
、
落
魚
厳
守
、
ニ
ろ
で
す
。

フ
ェ
ン
ス
等
が
完
成
し
、
野
球
場

町
イ
メ
ー
ジ
が
務
い
つ
つ
あ
り
ま

す。
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
や
パ
ッ
ク
ス
ク

リ
ー
ン
、
照
明
等
も
視
総
磁
設
中

で
、
本
年
十
月
末
に
地
こ
れ
ら
の

グ
ラ
ン
ド
の
節
績
は
、
…
万
一
一

F
七
百
五
十
…
平
方
M
M

で
、
ヰ
開
拍

セ
ン
タ
ー
閉
山
は
行
一
一
十
日
刷
、
本
法
一

間
線
開
は
九
ト
…
灯
、
本
怒
と
パ

ツ
ク
ネ
ッ
ト
山
川
は
ト
八
年
一
日
刊
で
、

γ
ロ
野
球
も
十
分
使

mで
き
る
広

さ
と
な
っ
て
い
ま
す
会

内
野
グ
ラ
ン
ド
は
、
山
一
土
と
砂

を
ま
ぜ
た
ク
レ

i
舗
装
で
、
外
野

は
芝
生
、
選
予
に
け
が
め
な
い
よ

う
内
外
野
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
畿
は

は
、
危
叫
問
叫
閉
止
用
の
ラ
パ
i
7
A

ン
ス
を
綴
り
一
ま
す
。

山
内
野
ス
タ
ン
ド
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
i
ト
巡
り
、
一
階
磁
て
で
、
総

点
療
は
六
千
八
行
五
十
九
一
平
方
川
町
、

4

肺
聞
に
は
切
符
先
場
、
開
臨
務
申
魚
、

得
判
明
成
、
放
送
議
、
一
間
一
穴
で
も
ピ

ッ
チ
ン
グ
内
線
開
が
で
き
る
ブ
ル

ペ
ン
擦
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
同
P

際

に
は
、
口
ピ
ー
や
ギ
ャ
ラ
リ

i
、

売
肢
も
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
外
野
ス
タ
ン
ド
は
、

す
べ
て
芝
生
狩
で
、
内
外
野
人
口
わ

せ
て
…
万
六

F
人
的
鋭
容
が
収
容

で
寺
ま
す
φ

ナ
イ
タ
ー
総
設
は
、
潟
杏
…
パ
ト

百
六
日
川
の
開
明
搭
が
ヨ
ハ
法
叫
仙
波

書
札
、
パ
ソ
デ
リ

imは
子
一
一
行

ル
ッ
ク
ス
、
内
野
子
ル
ノ
ク
ス
、

外
野
六
百
ル
ソ
ク
ス
で
、
ノ
ン
プ

口
や
高
校
野
球
場
内
使
m
t
l分

対
応
?
き
る
明
る
き
に
な
っ
て
い

ま
十
。食

緩
や
水
も
鎗
護

こ
の
総
A
V
公
閣
は
、
効
災
公
凶
酬

と
し
て
門
性
格
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
内
野
ス
タ
ン
ド
の
P

階
に
八

行
八
十
‘
主
主
nu川
町
似
品
情
念
践
を

設
け
、
一
日
分
三
万
一
下
託
行
人

的
支
綴
な
ど
と
、
公
同
削
山
内
に
開
門
汀

ト
ン
と
行
ト
ン
の
貯
水
摘
も
ぷ
祝

し
て
、
ワ
万
一
一
子
r
n
H
人
の
五
日

分
的
欽
料
水
を
織
保
す
る
明
}
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
也

来
樹
試
験
均
跡
地
に
残
設

中
的
保
立
大
間
出
向
校
(
常
盤

拙
同
校
長
)
が
完
成

L
、開門
N
H

一
日
開
校
L
ま
す
。

機
ぷ
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
泣
り
J

一
段
設
て
の
校
A

す

と
体
育
館
、
ゲ
ラ
ン

γ
、
テ

ニ
ス
コ

1
1
m円
弱
、
パ
レ

i

e

テ
ニ
ス
コ

i
i
H吋
一
問
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
唆
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交

流
広
場
と
し
て
Mm外
ス
テ
ー

ジ
ν
コ
ミ
品
一
一
テ
ィ
プ
一
ブ
ザ
v

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

平塚球場の完成予想図

平山蝋
ι
巾
の
中
心
街
を
活
気
あ

る
衡
に
し
よ
う
と
、
ド
塚
市
ま

ち
づ
く
り
袋

μ合
的
従
J
K
人

間
的
空
間
的
為
る
ま
ち
つ
く
り
〉

主
命
て
、
い
ろ
い
ろ
と
計
州
災

説
的
検
対
告
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
「
平
獄
中
市
中
心

街
ま
ら
づ
く
り
バ
州
ん
が
で
き

2

T

、

!

白

t

j

d

弘
氏
カ
り

γ
よ
レ
よ
五
!
九

q

成
か
ら
そ
i
ん
化
な
ど
に
山
川
市
F

す
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
や

設
称
も
~
可
蹄
く
加
問
H
の
}

と
く

J
4
1
世
紀
に
向
か
っ
て

滅
滋
す
る
い
と
い
う
怠
味
か
ら

J
ヶ
ン
ラ
イ
r
u
v
ら
つ
か
刑
品
作

と
A
W
名
さ
れ
て
い
草
寸
。

シ
ヨ

y
rン
グ
モ
j
H均
的
戦

俄
は
、
山
市
し
く
れ
物
や
掛
れ
が

で
怠
る
よ
う
に
核
俄
し
ょ
、
っ
と

す
る
も
の
で
す
り

こ
町
長
黙
の
扱
滋
に
は
、
問
問

剛
山
街
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
は
相
関
拭
を

引

H
h
刊
し
、
協
力
し
な
が
ら
事
滋

向
先
装
化
や
結
と
街
円
八
ハ
ヰ
犯
し

た
ブ
日
ム
ナ

i
ド
(
紋
宇
泣
)

怖
を
進
め
る
ニ
と
で
す
や

日
判
例
は
、
京
一
時
滋
本
滋
り
、

紅
梓
パ

i
ん口、
ιi
ド
、
関
口
減

り
、
新
仲
泌
り
を
そ

i
ルルル
L
、

山
間
選
性
的
九
州
い
ま
ち
づ
く
り
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
ず
。

開
閉
山
一
判
的
近
代
化
と
い
作
単
一
出

動
的
充
実
を
は
か
る
た
め
、
路

市
柏
会
内
法
人
化
や
、
北
京
λ

日
間
総
ぷ

へ
の
劫
戒
が
一
作
わ
れ
ま
寸
令
す

で
に
仲
間
人
と
し
て
お
お
パ

i
ル

み
な
さ
ん
も
ご
有
知
的
と
お

り
ま
ち
づ
く
り
の
成
と
し

て
中
心
路
市
的
街
滋
路
の
さ
ア
!

舗
装
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

五
j
aハ
今
夜
に
は
、

4

都世街

尚
出
会
と
得
税
会
総
総
会
が
、

h
i
七
年
前
出
に
は
、
新
光
会
開
問

山
刷
会
と
紅
谷
し
ん

L
く
会
が
、

口
i
ド
向
同
研
街
振
興
組
人
州
け
が
山
d

AV…
幸
れ
、
ほ
か
に
も
法
人
化
が

巡
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
引
中
心
街
ま
ち

づ
く
り
討
両
」
町
、
黒
な
内
容
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ニ
の
討
州
で
は
、
、
中
心
街

は
市
民
の
広
場
で
あ
り
、
コ
コ
h

ュ
ニ
チ
ィ
の
坊
と
し
て
、
ゆ
と

り
と
う
る
お
い
の
あ
る
、
相
削
制
M

muか
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
松
本

庁
針
に
、
市
山
氏
を
恋
役
に
し
た

録
台
づ
く
り
と
し
て
、
一
込
つ
の

指
針
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
命

一
、
生
弱
者
が
満
足
す
る
溺
向
山

サ
ー
ビ
ス
の
ス
♂
ア

i
一
ン
づ
く
り

①
腕
邸
内
向
捌
伐
化
や
ピ
ル
化
的

#滋
②
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ヨ
ソ
ピ
ン
グ

の
推
挽
一

ゆ
都
市
郡
日
行
い
焚
印
刷
の
み
数

二
市
川
叫
が
殺
り
に
感
じ
る
快

活
な
都
市
宇
一
阿
川
町
ス
テ
ー
ジ
づ

く
り
①
シ
ヨ
ノ
ピ
ン
ダ
モ
ー
ん
と
料

滋
の
格
的
別

③
北
口
駅
前
広
場
、
同
日
跨
線

橋
内
総
俄
及
川
V

民
間
同
験
車
場
、

税
輪
判
明
へ
の
助
成

③
公
泌
総
備
や
、
中
山
胤
・
通
り

依
け
小
泣
づ
く
り

ぺ
文
化
、
戸
一
部
巡
の
さ
T
2
3

ジ

ブ
く
り

①
文
化
a

教
必
・
ス
ポ
ー
ツ

帥
問
印
刷
仇
柏
市
北
町
大
型
溜
数
等
給
ぷ

へ
の
併
殺
奨
励

②
「
ま
ち
角
か
ら
文
化
を
」
を
A
H

い
t
謎
に
文
化
的
川
取
引
の
促
滋

③
処
同
制
的
向
晴
樹
利
治
相
ザ
「
ま
ち

角
ギ
ャ
ラ
リ

i
」
な
ど
ミ
ニ
文

化
沼
間
同
づ
く
り
の
促
進

こ
の
よ
う
な
総
策
が
様
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

荘
あ
、
み
ん
な
の
カ
で
、
総

力
あ
る
ま
ち
づ
く
ワ
を
始
め
ま

し
ょ
も
つ
。

ま
た
、
む
タ
の
と
き
の
掛
川
駿

を
滋
路
に
来
品
し
て
、
持
ち
ん
円

い
場
所
等
め
れ
印
に
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
か
ん
む
り
町
四
一
し

ん
し
く
九
一
ご
や
、
ペ
ポ
サ
ス
慌

{
新
山
河
九
三
、
て
ん
び
ん
服
、
川
則

子
何
時
、
へ
が
つ
か
い
山
問
、
乙
女

山
崎
(
以
し
じ
阿
部
谷
滋
リ
会
)
な



世
帯
用
問
が
鑓
殺
で
快
畿
な
生
活
者
綴
加
持
す
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
公
地
竹
下
水
滋
で
す
。
官

官
公
共
下
水
道
は
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
市
街
化
区
域
の
約
m
出
}
息
切
に
お
よ
ぶ
一
千
三
む
八
十
九
‘
一
一
官

官
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
…
…
一
織
に
分
け
て
絞
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
一
一
一
月
末
現
在
で
九
百
一
一
…
官

官
十
八
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
内
務
織
が
耕
わ
り
ま
し
た
。
残
つ
の
広
域
も
、
昭
和
六
十
五
年
度
に
は
完
了
官

官
寸
る
予
定
な
の
で
、
事
業
区
域
等
ふ
況
な
市
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
ゆ
官

約
A

一
一
打
開
何
十
一
山
部
門
で
、
事
業
認

可
総
裁
の
六
七
・
ム
ハ
引
刊
が
狭
山
制
さ

れ
て
い
ま
す
。
畑
地
期
借
対
象
一
戸
数
は

一
万
七
千
十
五
…
一
戸
で
、
水
洗
化
人

口
は
問
問
万
七
千
九
百
五
十
人
と
な

勺
て
い
ま
す
。

残
り
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
相
掛

平
樹
概
中
巾
的
公
共
下
水
滋
は
‘
間
唱

和
…
九
十
九
年
に
第
一
獄
事
業
と
し

て
、
間
関
鉄
平
塚
釈
を
中
心
に
…
二
百

九
十
一
一
一
・
一
一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
寝

袋
認
可
を
受
け
、
時
暗
殺
に
務
苧
し

ま
し
た
秒
付
税
い
て
、
第
一
一
叩
刑
事
滋

特集号(3 ) 

は
、
昭
和
朗
十
九
年
か
ら
格
納
偶
川
川

町
水
鐙
汚
濁
の
即
時
抽
出
を
関
る
た
め
、

工
場
地
殺
で
あ
る
潟
入
エ
激
阪
地

を
AMd
め
た
二
百
九
十
六
・
一
九
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
逃
加
認
可
を
長
け
、

滋
僚
を
進
め
て
い
ま
す
。

ニ
的
方
法
で
施
工
す
る
と
、
①

潟
水
を
自
然
に
混
す
、
②
淡
水
や

時
間
川
町
は
ん
ら
ん
の
防
止
、
③
地

盤
均
干
の
防
止
、
③
説
明
生
的
結
泌

の
防
止
、
③
海
水
の
滋
浸
透
は
よ

る
海
水
化
的
防
止
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

第
一
一
一
棚
刑
事
業
は
、
昭
和
五
十
川
九

年
か
ら
第
一
期
‘
第
一
一
綴
都
議
拘

留
畑
閣
は
憐
殺
す
る
市
街
地
と
一
部

工
業
地
域
を
含
む
六
首
八
十
七
，

六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
町
一
期
判
明
昔
、
そ

の
後
書
ら
に
、
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
逃
加
認
可
を
受
け
、
相
判
夜
は
…

千
六
百
八
十
九
z

F

…
九
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
按
俄
を
進
め
て
い
ま
す
。

閣
制
議
事
で
の
建
設
事
業
費
は
、

公
共
一
?
水
逃
が
的
配
備
書
れ
、
処

棚
惜
(
供
岡
市
)
間
開
始
宰
れ
ま
す
と
、

台
所
、
ふ
ろ
場
、
沈
積
機
な
ど
の

排
水
は
一
部
以
内
に
、
く
み
取
り

便
所
は
三
年
以
内
に
水
洗
化
へ
改

巡
す
る
よ
う
幾
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
事
業
所
に
つ
い
て
は
排
水

設
備
を
一
年
以
内
に
説
明
叫
し
て
、

公
尖
下
水
滋
へ
接
続
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

処
灘
開
始
区
滅
内
で
ま
だ
改
迭

し
て
い
な
い
方
は
、
水
洗
化
的
効

七
夕
の
マ
i
タ
喪

中
ン
ホ

i
ん
の
ふ
た
め
デ
ザ
イ

ン
を
…
新
し
ま
し
た
。
市
議
や
七

夕
シ
ン
ボ
ル

7
1ク
、
地
名
、
方

伎
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ご
覧

に
を
り
ま
し
た
か
。

m
門
万
五
日
の
入
学
式
に
は

一
行
七
L
g
名
(
4

ハ
ク
ラ
ス
)

的
生
徒
を
刊
唱
え
ま
す
。

一
内
紅
谷
一
期
り
脳
内
柏
会
辻
、

七
草
皮
か
ら
ふ
か
町
制
い
恥
で
、

カ
ラ

i
鋭
淡
を
し
て
い
ま
す
。

改
迭
し
て
く
だ
幸
い
。
な
お
、
ぶ

し
い
こ
と
は
業
務
総
へ
。

ど
が
抜
か
れ
て
い
ま
す
。
欲
酔

が
て
ら
日
見
つ
け
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

下
町
出
排
水
路
は
、
こ
れ
ま
で

時
間
山
一
…
十

L
r以
上
の
節
織
に
な

る
と
、
し
ば
し
ば
同
投
水
し
、
付
近

的
住
民
的
方
々
に
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
れ
ソ
ま
し
た
。

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
五
十

八
年
度
事
撲
で
、
下
問
排
水
路
を

分
水
す
る
、
別
ル
!
ト
町
中
原
{
開
削

水
)
鮎
押
拙
怖
を
絞
殺
し
ま
し
た
。

絡
を
、
ま
た
、
花
巻
市
と
天
城
滋

ケ
内
崎
町
と
は
市
民
休
義
的
郷
と
し

て
締
総
L
、
人
相
川
昧
あ
ふ
れ
る
第

ベ
“
の
ふ
る
き
と
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
花
巻
市
が
、
昭
和
♂
一
ト
九

与
四
月
匂
日
に
市
剰
を
絡
行
後
、

今
年
で
一
一
一
十
周
年
を
辺
、
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
、
}
れ
を
機
会
に
、

市
災
体
畿
の
郷
を
寄
ら
に
発
師
団
さ

せ
文
化
、
稼
業
、
教
育
、
続
出
引
な

発
成
し
た
中
尉
郎
幹
線
は
、
す
べ

て
地
下
方
式
で
、
延
長
一
千
日
計
七

十
朗
灯
、
縦
・
機
一

-
J
M
以
上

の
火
器
な
排
水
路
で
す
。

完
成
に
伴
い
、
下
回
排
水
路
の

終
水
底
竣
は
今
ま
で
の
約
A

一一分的

一
と
な
り
、
同
同
水
的
解
消
が
関
ら

れ
る
こ
と
に
な
9
ま
す
場

ど
あ
ら
申
る
分
野
に
お
け
る
一
例
市

町
発
援
を
促
逃
杏
せ
る
と
何
時
に

花
巻
市
を
お
祝
い
し
、
友
好
都
市

の
抑
制
携
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
調
印
式
は
内
月
六
十
七
日
間
(
余
)

花
品
日
柏
町
一
一
手
十
間
同
年
お
念
J
V
撲
に

合
わ
せ
て
、
花
巻
市
で
行
わ
れ
ま

す。
子
一
一
寝
入
が
訪
問
問

岩
手
県
花
舟
ぷ
巾
は
、
市
品
北
占
的

滋
泉
郷
で
あ

η
、
平
明
幡
市
内
ヤ
品
川
閣

の
桜
織
を
持
つ
雄
大
な
自
然
に
M

引い

ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

市
民
的
休
畿
の
郷
と
し
て
締
結

し
て
か
ら
“
一
年
間
に
、
約
千

an

人
的
市
民
的
み
な
さ
ん
が
花
器
市

を
訪
問
、
ま
た
、
花
巻
市
災
も
む

タ
ま
つ
り
な
ど
で
平
裁
に
訪
れ
、

潟
市
民
倒
的
心
の
ふ
れ
あ
い
が
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま

r以
上
心
、

渡
沢
繁
治
や
潟
村
光
太
郎
ゆ
か
り

の
文
化
遺
緩
を
守
り
育
て
て
い
る

花
海
市
災
と
、
…
人
で
も
多
〈
知

リ
人
口
、
っ
、
}
と
が
で
き
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。

{
木
}
か
ら
九
m
m
(
月
一
ま
で
の
五
日

間
で
ず
。
附
加
し
物
等
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
税
容
検
討
中
で
す
が
、

m
円月

の
下
旬
日
間
聞
か
れ
る
平
壌
七
夕
ま

つ
り
災
行
委
民
会
で
、

H
H
体
的
な

内
容
が
決
定
し
ま
す
。

七
夕
ま
つ
ワ
じ
惑
が
そ
え
る
H

ミ

ス
セ
タ
コ
ン
テ
ス
ト
H

は
、
六
月

十
七
日
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
聞
か
れ

ま
す
が
、
応
務
前
世
核
等
涼
し
い
ニ

と
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

別
出
雑
緩
和
の
た
め
に
、
昨
年
一
引

っ
た
事
行
者
円
一
方
通
行
は
、
今

年
も
行
う
予
定
で
、
一
方
通
行
と

な
る
明
石
町
巡
り
で
の
イ
ベ
ン
ト

も
計
州
中
で
す
φ

ご
期
待
く
だ
さ



(4) 特集号

持
転
車
は
近
距
離
的
交
泌

F
段

と
し
て
殺
も
縦
訓
刊
な
串
り
物
と
い

え
ま
す
。
融
制
料
が
一
小
繋
な
の
で
綾

拙
則
的
で
す
し
、

k
h孔
も
汚
染
し
ま

せ
ん
。
離
れ
ば
漆
動
じ
も
な
り
、

加
盟
縫
日
出
品
い
部
も
あ
り
ま
す
。

し
か

L
、
ニ
、
つ
し
た
品
ら
ゆ
る

点
で
便
利
な
は
ず
の
向
転
車
が
、

利
用
的
仕
均
に
よ
ゥ
て
は
庁
公
詩
作

的
成
問
闘
と
な
ウ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。加制
在
‘
脚
帆
間
同
辺
じ
は
も
約
七
時
F

五
V
H
A
口
約
放
簿
作
転
車
が
あ
ワ
、

和
行
有
の
鴻
行
や
災
海
時
間
紡
災

滋
動
的
際
符
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
街
の
克
観
世
間
制
ね
て
い
ま

す。
そ
こ
で
、
先
に
も
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
も
吉
平
崎
唱
し
巾
向
転
車
内

放
議
防
止
に
叩
附
す
る
条
例
k

が
織

行
き
れ
、
開
門
H
月
十
日
か
ら
自
転
車

紋
綾
町
田
北
ば
檎
{
反
附
問
〕
を
設
け

て
、
自
転
車
を
放
絞
L
令
い
よ
う

指
移
浮
世
実
施
し
ま
す
。

E怠韓ひら eコか昭和5吉年4月1日

し三政明醜脱却

d
k域
に
関
口
十
日
以

臨師向
H
松
山
県
を
被
絞
す
る
と
、
民
間
聞

に
袋
託
し
た
縦
割
刊
箆
が
附
荷
台
札
を

取
ワ
付
け
、
そ
の
あ
と
移
動
し
ま

す
α

特
織
し
た
行
転
車
は
、
ご
か

バ
問
州
市
で
保
管
し
、
所
符
者
の
わ

か
品
も
の
は
、
滋
滋
日
告
縁
結
L

た
文
欝
で
所
有
名
に
巡
絡
し
て
、

山
引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

れ
で
も
持
ち
主
が
引
草
取
り
口
棄

な
い
向
転
車
と
所
有
容
の
わ
か
ら

な
い
向
転
車
は
品
骨
し
ま
す
匂

禁
止
従
捕
以
外
的
自
絞
め
に
つ

い
て
も
、
附
加
醐
咋
同
月
が
巡
間
闘
し
、
鴻

叫
引
に
い
且
醐
仰
を
き
た
す
よ
4

つ
な
場
A
H

総
ピ
ル
引
車
輔
位
、
む
材
料
的
「
平

塚
駅
必
口
内
刊
転
車
駐
車
場
ι
が
光

成
し
、

-
H
H

日
か
ら
常
識
を
始

め
ま
し
た
。

こ
の
自
転
車
数
単
機
は
、
制
問
題

法
人
一
行
絞
車
駐
車
場
帥
問
機
セ
ン
タ

ー
炉
、
須
賀
地
下
滋
円
上
部
に
袖
暗

殺
し
た
も
的
で
、
鉄
骨
J
M
糊
幾
て

で
、
最
94宇
炉
問
叶
で
肉
付
転
車
を

漆
ぷ
訪
中
被
式
数
車
場
で
す
。
収
苓

台
数
は
六
行
八
十
4

台。

制問問中
n
法
、
は
、
汀
嘗
め
と
一
時

は
相
官
閣
時
し
ま
す
。
な
布
、
長
期
設

絞
め
場
介
は
、
禁
止
氏
域
内
と
日
開

織
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

出M
転
車
を
利
用
事
れ
る
方
は
‘

繋

d
K域
外
ど
か
ら
と
い
っ
て
、

む
や
み
に
駐
車
し
な
い
よ
う
花
窓

し
て
く
だ
事
い
。

な
お
、
開
怖
か
位
、
放
嚇
臨
時
前
総
ぽ
一
域

じ
波
授
さ
れ
て
い
る
向
転
車
は
、

開
門
月
十
日
ま
で
に
宇
べ
て
移
動
し

ま
す
の
で
、
放
機
し
て
い
る
方
は

す
ぐ
お
持
ち
帰
り
く
だ
幸
い
α

オ
ー
ト
バ
イ
は
響
療
が

オ
i
ト
パ

f
に
つ
い
て
は
、
選

時
点
正
晴
瑚
法
的
漉
摘
を
受
け
る
の
で

4

明
駐
車
で
尋
ま
せ
ん
。
港
法
駐

車
は
、
宇
明
確
嚇
常
務
明
怖
が
取
り
締
ま

り
ま
す
。
ご
投
窓
告
。

市
刷
制
ド
れ
ト
問
柑
年
を
日
記
念
し
て

鏡
北
さ
れ
hfM
京
都
総
社
会
鰯
ー
山
川

相町議
L

は
、
鉄
筋
羽
ン
ク
リ

i

ト
翁
り
時
附
総
て
め
お
年
寄
り

を
付
曲
棋
に
し
た
施
設
で
す
。

人s
H
は
、
特
段
叫
略
的
会
い
歌

山
和
子
さ
ん
〈
潟
村
々
住
機
F

額
郵
F
M否
ん
(
潟
村
，
ャ
一
同
剛
一
、

船
撮
多
災
投
書
ん
ご
却
問
診
主

総
)
に
の
瀞
殺
を
訪
ね
て
い
た

だ
事
ま
し
た
。

と
、
ま
ず
気
付
〈
よ
と
は
、
お

守
容
り
ふ
信
事
故
か
ら
~
ず
る
た
め

に
ス
リ
叩
パ
を
使
用
し
て
い
な

い
ニ
と
で
す
明
可
制
払
は
時
~
え
山
献

だ
し
と
い
う
人
は
、
靴
下
カ
パ

i
金
持
容
さ
れ
る
と
よ
い
と
溶

い
ま
ん
号
。

体
力
即
時
持
に
か
か
せ
な
い
機

能
川
附
複
議
、
そ
ニ
か
ら
噌
む
広

い
府
躍
で
は
、
日
7
iト
ポ
!
ん
も

で
島
る
よ
う
じ
者
っ
て
い
ま
し
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L
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閥
帆

殻
り
で
す
が
、
す
で
に
月
軍
約
的

料
開
市
長
め
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
お
り
、
は
ぽ
機
車
と
な
っ
て
い

ま
宇
命
♂
時
織
り
は
一

H
M
N
H
H

mで
す
ロ
な
お
、
結
持
前
広
体
駐
車
場
的

地
F
U品
品
情
科
的
拡
袋
町
内
H
転

車
駐
車
場
も
殺
持
し
て
、
開
門
M
凡
M

A

日
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。

認
し
い
こ
と
は
、
計
副
議
(
権

時柏町同

i
a
昨一
4

内
線
開
ご
ハ
〉
)

に
お
た
ず
ね
〈
だ
き
い
。

離
し
か
っ
た
制
限
い
寺
も
よ
う

や
く
斡
わ
り
、
森
内
足
掛
内
が
一

や
ま
た
F

品
世
と
近
づ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
円
、

私
た
ち
は
、
事
的
光
合
品
が
て

H
V

と
幸
わ
明
る
〈
新
鮮
に
映
式

品
内
海
殺
を
訪
れ
ま
し
た
。

館
長
幸
ん
の
慈
愛
に
満
ち
た

た
。
さ
ら
に
、
教
識
を
高
め
る

た
め
の
せ
い
そ
な
和
礎
的
教
錯

誤
構
濯
、
同
内
務
袋
、
朝
議
議
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
十
鈴
例
措
門
的
世

に
は
、
こ
れ
か
ら
世
し
ず
つ
本

が
増
、
え
る
そ
う
で
F
O

銀
山
門
は
議
ち
綴
い
た
品
口
調
酬
で

ま
と
め
ら
れ
句
“
F

臨
問
へ
は
事
い

す
で
も
封
れ
品
ょ
う
じ
申
る
や

く
つ
ろ
げ
る
大
広
燃

自縛務師会霊堂

か
を
ス
ロ
i
ブ
、
ド
ド
問
ワ
イ
ン

レ
ッ
ド
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
数
さ

つ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

有
鋭
的
H
H
K
で
も
あ
る
太
神

報
機
荷
主
セ
ン
タ
i
の
じ
ん
か

い
械
部
処
埼
格
設
円
余
熱
を
山
判

刷
用
し
た
し
人
協
同
硝
は
、
摘
に
出
し

明
る
く
、
広
々
と
し
た
抑
制
泉
気

分
が
味
わ
よ
べ
ま
す
砧
保
帥
時
日
曜
さ

ん
に
地
肢
を
織
っ
て
も
ら
い
入

部
す
る
そ
う
で
す
が
‘
お
端
的
を

飲
ん
で
入
品
万
は
特
に
気
を
つ

け
て
ほ
し
い
と
、
録
制
世
き
ん
は

心
慰
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
締
り
の
大
広
間
で
は
、

食
べ
て
、
欽
λ
で
、
激
っ
て
、

同柵
F

て
、
司
日
目
中
親
し
め
る
よ

う
に
な
吋
て
い
ま
す
。

組
制
御
聞
な
お
予
洗
い
は
、
す
べ

て

ιブ
ザ
!
と
予
す
り
が
あ
り

従
捜
は
常
に
滋
か
く
、
事
故
め

な
い
よ
う
に
十
分
総
壊
さ
れ
た

設
計
で
す
均
お
子
洗
い
と
抽
出
場

を
除
い
て
、
モ
ャ
一
タ

i
チ
レ
ピ

が
ぷ
俊
幸
れ
、
附
開
設
懇
で
管
理

で
怠
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た秒
転
た
ち
は
、
ニ
の
十
ば
ら
し

い
自
制
対
務
を
訪
れ
、
出
T
曜
市
の

話
人
総
紘
一
打
政
的
あ
り
方
告
か

い
開
問
問
持
た
思
い
が
い
た
し
ま
し

た
i
i
i
o
j
ι
9
0
1
1
0
i
i
i
 

v利
関
で
き
る
方
必
内
寂
品
悼

の
L

八
十
議
以
上
的
方
と
日
間
伸
お

忠
人
ク
ラ
ブ
認
な
ど
。

す
寸
前
在
地
太
神
F
J
八
八
五

電
話
路
j

七時。。

守
交
滋
神
由
市
中
附
略
本
行
ま
た

は
大
神
行
バ
ス
停
櫛
町
内
ド
事

救急車事出動 ご み 7住専見1人滋たザ

1器 13件 i程1世帯島士写2.5k号 10母，お3F号

持毎F完・鈴擦j所
t，お4人Lこiが丹時

産宣 告事

943人口人

鶴来

92人に転

費量薦議

1.4致事審に1会
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